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Ⅰ 一般会計決算 

（１）決算収支の状況  

 

 

 

＜概況＞ 

 一般会計の決算額は、歳入が9,274億円で前年度比430億円の減少（△4.4％）、

歳出は 8,929億円で前年度比 347億円の減少（△3.7％）となった。 

また、歳入歳出差引額（形式収支）は、344 億円と前年度比 83 億円の減少

（△19.4％）、翌年度に繰り越すべき財源は、135億円と前年度比 1億円の増加

（+1.4％）、実質収支は 209億円と前年度比 84億円の減少（△28.8％）となっ

た。 

 

令和 2 年 7 月豪雨災害及び新型コロナウイルス感染症対策関係経費等の増

大により過去最大となった令和 3 年度決算と比較し、災害からの着実な復旧

復興及び新型コロナウイルス感染症の 5 類感染症移行によって決算額は漸減

している。 

（図１） 

 

 

 

 

 

（単位：百万円、％）

金　　　　額 比　　　率

（Ａ） （B） (Ａ) － (Ｂ)＝（C） (C)　/　(B)

① 927,421 970,435 △ 43,014 △ 4.4

② 892,935 927,645 △ 34,710 △ 3.7

③=①-② 34,486 42,790 △ 8,304 △ 19.4

④ 13,522 13,332 190 1.4

繰 越 明 許 費 12,678 12,333 344 2.8

事故 繰越 し繰 越額 843 998 △ 154 △ 15.5

⑤=③-④ 20,963 29,458 △ 8,494 △ 28.8実 質 収 支

歳 入 決 算 額

歳 出 決 算 額

歳 入 歳 出 差 引 額
（ 形 式 収 支 ）

翌年度へ繰り越すべき財源

内
　
訳

 区　　　　　　　分
R6年度 R5年度

対  前  年  度  増  減
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 図 １ 

 

・平成２８年度～平成３０年度は、熊本地震に伴う復旧・復興関係経費等により拡大 

・令和２年度～令和５年度は、令和２年７月豪雨災害及び新型コロナウイルス感染症対策

関係経費等により拡大 

 

 図 ２ 
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（２）歳入の状況  

 

 

＜概況＞ 

  歳入の決算額は 9,274億円で、前年度比 430億円の減少（△4.4％）となっ

た。 

決算額のうち、自主財源は 4,124億円と前年度比 72億円の減少（△1.7％）、

一方、依存財源は 5,149億円と前年度比 357億円の減少（△6.5％）となった。 

  その占める割合は、自主財源が 44.5％、依存財源が 55.5％である。 

 

 

（単位：百万円、％）

金額 比率

1 県 税 165,991 17.9 169,472 17.5 △ 3,481 △ 2.1

2 地 方 消 費 税 清 算 金 92,785 10.0 85,801 8.8 6,983 8.1

3 分 担 金 ・ 負 担 金 4,939 0.5 4,659 0.5 280 6.0

4 使 用 料 ・ 手 数 料 8,888 1.0 8,733 0.9 154 1.8

5 財 産 収 入 1,982 0.2 1,899 0.2 82 4.4

6 寄 附 金 916 0.1 1,229 0.1 △ 312 △ 25.4

7 繰 入 金 26,895 2.9 38,134 3.9 △ 11,239 △ 29.5

8 繰 越 金 42,790 4.6 39,930 4.1 2,860 7.2

9 諸 収 入 67,244 7.3 69,855 7.2 △ 2,611 △ 3.7

計 412,434 44.5 419,716 43.3 △ 7,282 △ 1.7

10 地 方 譲 与 税 40,290 4.3 35,602 3.7 4,688 13.2

11 地 方 特 例 交 付 金 4,629 0.5 970 0.1 3,659 377.0

12 地 方 交 付 税 233,817 25.2 233,207 24.0 610 0.3

13 交通安全対策特別交付金 240 0.0 251 0.0 △ 10 △ 4.1

14 国 庫 支 出 金 142,669 15.4 180,510 18.6 △ 37,840 △ 21.0

15 県 債 93,337 10.1 100,177 10.3 △ 6,839 △ 6.8

514,986 55.5 550,718 56.7 △ 35,731 △ 6.5

927,421 100.0 970,435 100.0 △ 43,014 △ 4.4

区               分

R5年度R6年度

自

主

財

源

依

存

財

源

計

合　　　　　　　　計

R6年度-R5年度

決算額 構成比決算額 構成比
対前年度増減
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＜ポイント＞ 

歳入の主な増加要因 

① 「02 地方消費税清算金」（+69 億円） 

・地方消費税清算金の増加（+69 億円） 

② 「10 地方譲与税」（+46 億円） 

・特別法人事業譲与税の増加（+47 億円） 

 

歳入の主な減少要因 

① 「14 国庫支出金」（△378 億円） 

 ・新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金の減少（△179 億円） 

② 「07 繰入金」（△112 億円） 

  ・県債管理基金繰入金の減少（△135 億円） 

  ・平成 28 年熊本地震復興基金繰入金の減少（△58 億円） 

 

（３）歳出の状況  

 

 

＜概況＞ 

歳出の決算額は、8,929 億円で前年度比 347 億円の減少（△3.7％）となっ

た。 
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＜ポイント＞ 

歳出の主な増加要因 

① 「10 教育費」（+82 億円） 

・教職員退職手当の増 （+59 億円） 

・熊本県公立学校情報機器整備事業の皆増 （+24 億円） 

② 「06 農林水産業費」（+40 億円） 

・森林環境保全事業（R5 経済対策分）の皆増 （+17 億円） 

 ・農村地域防災減災事業（R5 経済対策分）の増加  （+16 億円） 
 

 歳出の主な減少要因 

① 「11 災害復旧費」（△152 億円） 

・直轄災害復旧事業負担金（R5 経済対策分）の皆減 （△97 億円） 

・なりわい再建支援事業の減少 （△57 億円） 

② 「04 衛生費」（△145 億円） 

・新型コロナウイルス感染症患者等入院病床確保事業の皆減（△100 億円） 

・新型コロナウイルス感染症医療費助成事業の減少 （△16 億円） 

 

（４）翌年度繰越の状況  
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＜概況＞ 

  繰越額は 1,578億円で、前年度比 68億円の増加（+4.5％）となった。 

  明許繰越（通常分※）の増（＋202億円（経済対策を含む）） 

  令和 2年 7月豪雨災害に伴う明許繰越の減（△94億円） 

  新型コロナウイルス感染症に伴う明許繰越の減（△13億円） 

 

（５）不納欠損の状況 

 

 

＜概況＞ 

不納欠損額は 1.9 億円で、前年度比約 0.4 億円の減少（△20.3％）となっ

た。 

  内訳は、県税が 84.8％を占めている。 

 

（６）収入未済額の状況  

 

（※）令和 2 年 7 月豪雨災害及び新型コロナウイルス感染症分を除く 
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＜概況＞ 

収入未済額は 24億円で、前年度比 1.2億円の減少（△4.9％）となった。 

内訳は、県税が 61.3％を占めている。 

 

（７）不用額の状況  

 

 

＜概況＞ 

  不用額は 306億円で、前年度比 256億円の減少（△45.6％）となった。 

予算に占める割合は 2.8％で前年度と比べて減少した。 

  

＜金額が大きいもの＞ 

① 「06 農林水産業費」（63 億円） 

・産地パワーアップ事業（R5 経済対策分）（9 億円） 

・家畜伝染病まん延防止対策事業  （8 億円） 

② 「11 災害復旧費」（47 億円）  

・なりわい再建支援事業 （20 億円） 

・河川等補助災害復旧費（補災過・事業） （8 億円） 

③ 「03 民生費」（43 億円）  

 ・子どものための教育・保育給付費  （9 億円） 

 ・国民健康保険事業特別会計繰出金 （5 億円） 

④ 「04 衛生費」（30 億円）  

 ・新型コロナ医療・検査等体制整備事業  （11 億円） 

 ・医療施設等施設・設備整備費 （1 億円） 
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Ⅱ 特別会計決算 

（１）決算収支の状況  

 

＜概況＞ 

特別会計全体の決算額は、歳入 3,383 億円で前年度比 71 億円の増加（+2.2％）、

歳出は 3,166 億円と前年度比 43 億円の増加（+1.4％)となった。 

実質収支は 203 億円で、前年度比 32 億円の増加（+18.8％）となった。 
   

＜ポイント＞ 

（１）歳入額が増加した主な会計 

 「14 公債管理特別会計」（+59 億円） 

   ・一般会計借換債の増 （+28 億円） 

   ・元金繰入金の増 （+17 億円） 
 

（２）歳入額が減少した主な会計 

「15 国民健康保険事業特別会計」（△35 億円） 

   ・財政安定化基金繰入金の減 （△23 億円） 
 

（３）歳出額が増加した主な会計 

「14 公債管理特別会計」（+59 億円） 

・一般会計債償還元金の増 （+43 億円） 

・県債管理基金積立金の増 （+10 億円） 
 

（４）歳出額が減少した主な会計 

「15 国民健康保険事業特別会計」（△49 億円） 

・国民健康保険保険給付費等交付金の減 （△53 億円）    
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（２）会計毎の歳入歳出の状況 

 

注１）上表の「7 用地先行取得事業」の「実質収支額（A）-（C）-（E）」は百万円単位で 0 円表記となるが、「32 万円」 
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（３）翌年度繰越の状況  

 

 

（４）不納欠損の状況 

 
 

（５）収入未済額の状況  
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（６）不用額の状況  
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１．公有財産

（１）土地建物

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（２）山　　林

㎡ ㎡ ㎡ ㎥ ㎥ ㎥

（３）動　　産

（４）物　　権

㎡ ㎡ ㎡

（５）無体財産権

5
合　　　計 312 件 300 件件

△ 17

0.00地役権 3,771.19 3,771.19

前年度末現在高 決算年度中増減(△)高 決算年度末現在高

前年度末現在高 決算年度中増減(△)高 決算年度末現在高

28,372,973.73

△ 2,442,804.00

43,372.00

地上権
25,973,541.73

個
0

浮  桟  橋 5 個
0

個 5

個 0 個
0

船　　　舶

総トン 総トン 総トン

0

浮　　　標 0 個
0

0.00

回転翼航空機 1 機
0

機 1 機

5 隻 4 隻

714
△ 33.00

681

△ 1

21,881.08

前年度末現在高 決算年度中増減(△)高 決算年度末現在高

合　　　計
94,859,771.32

△ 29,356.83

95,074,169.82 2,450,583.48

△ 8,426.92

2,464,037.64

2,024,140.25

△ 58,698.21

1,966,315.67

873.63

土地（地籍） 建物（延面積）

前年度末現在高

Ⅲ　財産に関する調書（総括表）

決算年度中増減(△)高 決算年度末現在高

前年度末現在高 決算年度中増減(△)高 決算年度末現在高

面           積 立　木　の　推　定　蓄　積　量

合　　　計
103,631,505.77

△ 2,458,717.00

45,701.00

101,218,489.77

前年度末現在高 決算年度中増減(△)高 決算年度末現在高

243,755.33

決算年度中増減(△)高前年度末現在高 決算年度末現在高

隻
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（６）有価証券

千円 千円 千円

（７）出資による権利

千円 千円 千円

２．物　　品

件 件 件 件

注：物品は様々な種類があるため、単位は件で統一して表示

３．債　　権

千円 千円 千円

４．基　　金

千円 千円 千円

※備蓄物資、美術品を含む。 出納整理期間中増減(△)高 千円

合　　　計
206,444,048 217,323,449

合　　　計

決算年度末現在高決算年度中増減(△)高前年度末現在高

2,772,807

△ 3,895,840

△ 14,362,879

25,242,279

合　　　　計

増
決算年度末現在高

186,562,041

前年度末現在高

185,439,008

10,080

減

決算年度中増減高
前年度末現在高

決算年度末現在高決算年度中増減(△)高

10,124 211 255

前年度末現在高 決算年度中増減(△)高 決算年度末現在高

合　　計

△ 8,785

36,782,270

485

36,790,570

前年度末現在高 決算年度中増減(△)高 決算年度末現在高

合　　計
514,500

0

514,5000

△ 7,430,384



- 14 - 

 

 



- 15 - 

 

 



- 16 - 

 

 

           


